
オ
ル
ト
ラ

マ
リ

ン
。

ヱ
ロ
ー
オ
ー
ク
ル
。
コ

バ
 

ル
ト
。
★

ー
ミ
リ
オ

ン
。

セ
ピ

ア
。
ク
リ
ム
ソ

ン
レ

ー
キ

叉
は

カ
ー

マ
イ

ン
。
ラ

イ
ト
レ

ツ

ド
。
以

上

 

 

 

 

 
第
二

部

 

 

一
、
會
場

 
福

井
縣
敦
賀

町
敦

賀
高
等

小
學

校

一、
會
期
 
八

月

二
十

一
日
よ
り

一
週
間

一
、
申

込
所

 
福

井
師
範
學
校

内
野
村
厚

生
方

一
、
申

込
期

日

 
八
月
十
日

限
り

 

 

一
、
主
催
者
　
福

井
縣
師
範
學
校
内
H
B

會

、

 

 
福

井
中
學

校
内
秋
聲

會

 

 

一
、
宿
泊

所
　

指

定

せ
し
分

は
敦
賀

町
若

源
に

　

 

し
て

一
日

三
十
銭

以
上
四
十
銭

以

内

（
但

　
　

充
分

の
賄

は
出

來

ぬ

こ
と
々

御ゝ

承
知
あ

 

 

り
た
し
）
 

 

其

他

の
事
項
は
第
一

部

と
同

じ

兩
部
を
通

じ
て
婦

人
入
會

差
支

な
く
、

ま

た
會

員

は
必
ず
洋
服

叉
は
袴

を
着
用
す

べ
し

 
　
問

に

答

ふ

 

 

■
一
 

鉛
筆
畫

の
出
來
上
り
し

一
部
分
を
消
し

て
畫
き
か
へ
る

は
惡

し
き

こ
と
に
や
二
 

カ
ル

ト
ン
の
販
賣
處

及
價
格

三
 
洋
畫
紙

の
缺
點

四
　
東
京

に
て
研
究
所

に
入
り

研
究
す

る
に
下

宿
料
其
他
一

切
一
ヶ

年
何
程
を

要
す
る
や

（S

M生
)
◎

一 

一
部
分

の
修
正
を

し
た
と

い
ふ

こ
と
が
明
ら
か
に
分
ら
ぬ
位
ひ
手
際
よ
く
や
れ

る
な
ら
差
支
は
な

い
二
 
東
京

の
文
房
堂
及
竹

見
屋
に
あ
り
、

一
個
六
十
五
銭
な
り
、
東
京
洋

畫
材
料
供
給
會

に
依
頼
せ
ば
多
少

の
割
引
あ
る

べ
し
、
但
カ
ル
ト
ン
は
荷
造
に
費
用
を
要
し
、

叉
形
大
な
る
た
め
小
包
郵
便
で
送

る

こ
と
が
出

來
ぬ
か
ら
、
そ
れ
等

の
費
用
を
思

へ
ば
地
方
で

畫
板
を
作
ら
せ
た
方
が
利
益

で
あ
ら
う
、
三
　

何

の
事
か
分

ら
ぬ
、
若
し
洋
畫

紙

に
水
彩
を
畫

く
時

の
缺
點
を
知
り
た

い
と
い

ふ
の
な
ら
、
色

の
純
白
で

な

い
事
、
繪

具
の
舒
び
の
惡
し
き

こ

と
、
洗

ふ
こ
と
が
出
來
ぬ
等
、

重
な
る
も

の
四

 
所
費
及
消
耗
品
其
他
に
て
研
究
費
用
は

二
圓

五
十
銭
、
自

分
の
小
遣

二
圓
、

下
宿
料
普
通
十

圓
程
ゆ

へ
、
倹
約
し
て

一
ヶ
月
拾
五
圓
を
要
す

べ
し
、
自
炊
す
れ
ば
幾
分
か
安
く
な
ら
う
■
文

部
省
展
覽
會

へ
遠
地
か
ら
出
品
す
る
手
續

を
知

り
た
し

（
玄
海
洋
生
）
◎
毎
年
九
月
頃
に
な
る

と
出
品
規
則
が
出

る
か
ら
、
そ
れ
に
準
じ

て
文

部
省

へ
願
書

の
雛
形
を
請
求
し
、
其
願
書
を
開

會
前
に

出
し
、
規
定

の
日
迄
に
現
品
を
送

れ
ば

よ
い
が
、
地
方
に
在

て
は
閉
會
後
叉
は
不
合
格

の
際
引
取
に
困
る
か
ら
東
京
で
代
人
を
作
つ

て

置
く
方
が
便
利
で
あ
る
■
夏
期
休
暇
中
東
京
で

洋
畫
を
研
究
し
た

い
が
何
か
方
法
あ
り
や

（
栃

木
ノ
ボ
ル
）
◎
赤
坂
溜
池
研
究
所
に
て
は
夏
中

有
志

の
研
究
會
あ
れ
ど
敎
師
な
し
故
初
學
者
は

出
席
し

て
も
益

な
か
ら
ん
個
人
と

し
て
は
夏
は

敎
ゆ
る
人
な
し
■

『
み
づ
ゑ
』
四
月
號
が
十
三

日
に
、
五
月
號
が
十
八

日
に
當
地
書
店

に
着
せ

し
由

、
實
際
そ

ん
な
に
發
行
が
遲

れ
る
の
に
や

（
自
然
子
）
◎
特
に
前
月

に
斷
つ
て
置
た
場
合
の

ほか
、
發

行
日
よ
り
遲
れ
た
事
な
し
、
四
月
は

前
月

に
も
云
ふ
て
置
た
の
と
、
石
版
印
刷

の
都

合
上
八
日

に
製
本

が
出
來
、
五
月
號
は
四
月

二

十
九
日
頃

に
發
行
し
た
か
ら
、
遠
方

の
讀
者
で

も
五
月
三
四
日
に
は
手

に
入

つ
た
筈
な
り
、
六

月
號
は
五
月

三
十
日
に
出
來
た
■
雨
を
線
を
も

つ
て
現

は
す

の
に
ホ
ワ
イ
ト
を
用
ひ
て
は
如
何

（
金
葉
★

三
）
◎
手
段
は
構
は
ぬ
、
雨

の
感

じ

が
出
れ
ば
よ
い
、
併
し
其
手
段
が
悪
し
き
た
め

繪
が
下
品
に
な

つ
た
り
し
て
は

い
け
ぬ
、
細

い

雨
を
一
本

々
々
線
で
現
は
す
よ
り
も
、
雨
の
形



を
畫

か
ず
、
物

の
光
り
と

か
濡

色
で
雨

の
感

じ

を
出
し
た
方

が
よ

い
、
夕

立

の
や
う
な
場

合
に

は
、
時

に
其
畫

を
直

線
で
調

子
を
と

つ
て
畫

く

こ
と
も
あ

る
、
ま

た
濡

れ

て
ゐ
る
處

を
、
小

刀

で
削

つ
て
紙

の
地

を
出

し
て
も
よ

い
■

ク
ラ
シ

ツ
ク

の
意

義
、
並

び

に
何

々
派

と

い
ふ
種
類

を

外
國

語

に
て
知

り
た
し
（
自
然
子
）
◎
美

術
講
話

に
『
ク
ラ

シ
ツ
ク
』
派

の
畫

の
組
立

は
非
常

に
く

ね

つ
た
も

の
で
、

た
と

へ
て

い

へ
ば
立

つ
て

居

る
人
物

が
あ
れ

ば
其

傍

に
は
座

つ
て
ゐ
る

も

の

が
無

く

て
は

い
か
ぬ
と
か
、
直
線

が
あ
れ
ば
そ

れ

を
切

る
曲
線
が
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ
と

い
ふ
や

う
に
、
畫

が
成

立

つ
て
ゐ
る
』
と
書

い
て
あ

る

そ

の
通
り

で

、
建
築

で

云

へ
ば
堂

宮

の
や
う
な

も

の
で
行

義
が

よ

い
、
規

則

立

つ
た

形

式
で

あ

る
。
次

に
、
傳

奇
派

は

ロ
マ
ン
チ

ス
ト

、
寫
實

派
は
リ
ア

リ

ス
ト
、

自

然

派

は
ナ
チ

ラ

リ

ス

ト
、
印
象

派

は
イ

ン
プ

レ
ツ

シ
ヨ

ニ
ス

ト
、
外

光
派

は
フ

ラ
ネ
リ

ス
ト
、
象

徴
派

は
シ
ン
ポ
リ

ス
ト
な

ど
■

油
繪

カ

ン
ヴ

ア

ス

の
番
號

の
大

い

さ
を
知

り
た
し
（
横
濱

峯
嶺

）
◎
種
類
多

く
し

て

一
々
擧

げ
が
た
し
、
普

通

用

ひ
る
も

の
で

は
副

八
號
定

尺

一
尺

五
寸

に
對

し
、

人
物

は

一
尺

二

寸

五
分

、
風
景

は

一
尺

二
寸

、
海
景

は
九
寸
。

十

二
號

は
定

尺

二
尺

に
對

し
、
人

物

一
尺

六
寸

五
分

、
風
景
二

尺

五
寸
、

海

景

一
尺

三
寸

五

分
。

二
十
號
は
定

尺

二
尺
四
寸

に
對

し
、
人
物

二
尺
、

風
景

一
尺
七

寸
五
分
、
海
景

一
尺
六

寸

五
分
。

五
十
號

は

定

尺

三

尺

八

寸

五
分

に
對

し
、
人
物

三
尺
、

風
景

二
尺

六
寸
五
分
、
海

景

二
尺

四
寸
。
詳

し
く

は
彩

料
店

、

叉
は
額
縁

屋

に
問
合

は
さ
れ

よ
■
近
頃

の
油
繪

に
少

し
も
艶

な

き
は
何

の
油

を
用

ひ
る

の
に

や
（
峯
嶺
）
◎
艶

の
あ

る

の
は
艶
油

と

い
ふ

の
を
、
畫

が
出
來

て

よ
く
乾

い
て
か
ら
後

に
塗
抹
す

る
た
め
で

、
そ

れ
ば
色
彩

の
保
存

上
古
來

よ
り

用

ひ
來

り
し
形

式

な
り

、
近
來

は
艶
油
を

用

ひ
し
た

め
色
彩

に

變
化
を
來
す
事

も
あ

り
、
ま

た
テ

ラ
テ
ラ

光
る

を
嫌

ひ

て
、
全

く
此
種

の
油

を
用

ひ
ぬ
も

の
多

く
な
れ
り
、

ま
た
描
寫

の
際
揮
發

性

の
油
を
用

ふ
る
時

は
艶

が
出

ぬ
が
、
繪

具

の
種

類

に
よ
り

て

は
全
く

光

澤
を

取
去

る

こ
と

は
出
來

ぬ
■

日

本

水
彩
畫

會

々
友

と
な

る

に
、
何

ヶ
月

分

の
誌

代
拂

込
を

要
す

る

に
や
（
未
會
友

）
◎
一

月

分

に

て

も
差
支

な
し
、

た
ゞ

中

止
し

た
時

も
届
出
な

く
、
半

年
を
經

過

せ
し
場

合

に
は
退
會

と
見
倣

す
■
一
　

水
彩
畫

で
人

物

の
髪

の
毛

は
油
繪

の

や
う

に

フ
ワ
リ
と

見
え

ぬ
、
近
景

の
草

も
同
樣

、

い
か

な

る

故

か

二
 
風
景
寫

生

の
時
近
景

は

ど

の
邊

迄
入
れ

て
よ

い
か

三
　

葉

の
面

に
小
毛

あ

る
も

の
虎
耳
草

の
如

き
は

一
々
點

々
と
筆

に

て
畫

い
て
は
悪

い
と

い
ふ
が

い
か

に
せ
ば
よ

い

か
四

 
水
彩
畫

で
草

や
籠

の
や
う
な
複
雜

な
場

處を
畫

く

に
、

日
向

の
色

は

一
筆

で
略

し
暗

き

處
を
複
雜

に
す
れ
ば

よ

い
か
（
木

下
）
◎
一
　

水

彩
畫

で

か

い
て
も
、

毛
て
も
草
で
も
其
物

ら
し

く
見
え

る
筈

で
、
油
繪

と
區

別

は
無

い
が
難

易

は
あ

る
、
そ

の
や
う
な
場

合
は
、

水
彩
畫

で

は

困
難

が
伴

ふ
二
 
視

角
と

い
ふ
て
、
顏

や
目

を

動

か
さ
ず

に
見

ら
れ
る
範
圍

は
六
十
度

以
内

と

し
て
あ
る
、
通
例
自
分

の
足
元
か
ら
二

三
間

の

先

を
畫

の
底

線

と
し
た
な
ら
よ
か
ら

う
三

 
植

物

の
標
本
な

ら
色
を

一
々
明
ら

か

に
畫

く
事

も

あ
ら
う
が
、
普
通

は
極

大

タ
イ

に
見

て
其
感

じ

が
出

れ
ば

よ

い
四
　

場

合

に
よ

つ
て

一
樣
な
ら

ず
、
多

く
畫

き
多
く
經

験

し

て
自

か
ら
描
法
を

發
明

し
た
ま

へ
。


